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氏によれば、まず作品冒頭から な対象に対して の嫌悪惑を表明する r<1厳〉記

































「く仮装〉モチーフJ 安時ぴ込んだという る。しかし、 に「僕」が届府津での良
分 にとらえていると言えるだろうか。





































































































































。I僕」の目指す I耽溺 j はずいぶんと r僕J から迷いものであることを、「あ〉
いふJ の繰り返しが象徴している。「僕」は「悪風に染みJ、「耽溺」したい。しかしそれは
「毅らの知らなしりところで、である。








まっている。ついてしまった後で、終結諮種的であった f僕J の i敬語j をあれこ




「僕J としては半分不本意に受動的にひきずられた結果としての F詮議J -r:あったのに、い
かにも哲学的な意凶から歌謡した、と主主わんばかりの記述は、取ってつけたような印象だ。
は大々的に耽溺した、と読者に思いiるま惨たいのである。
f僕 I にとって「うぷj は階級の対象だったが、やすやすと「耽溺J してみそることは、い
ってみれば「うぶの逆」である。体裁をつくろう「僕J であってみれは、できるだけスマート
























が考えられる。，<厭〉ニモチーブ i は I僕」が執審そ示すものにこそ集中してあらわれるのだっ
たから。こぬ見方は矛盾なく、 Z耽溺』のよそおいの議;味を説明できる。
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